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はじめに

本レポートは、「広げよう！子どもの権利条約キャンペーン」の取り組みの一つである「子どもメガホンプロジェクト」の活動と

して作成しました。

▶▶「広げよう！子どもの権利条約キャンペーン」とは？

国連「子どもの権利条約」の理念を社会に広め、子どもの権利が日本のあらゆる場面で尊重される社会の実現をめざし、団体

や個人が連携して取り組むムーブメントです。子どもを単に「守られる存在」としてではなく、一人の尊厳をもった権利の主体

として捉えることを大切にしています。

▶▶子どもメガホンプロジェクトとは？

子どもメガホンプロジェクトは、2023年から始まり、日本各地で暮らす子どもたちが、子どもの権利や日本社会の課題につ

いて学び、自分たちの声を社会や政策決定の場に届けることを目的とした取り組みです。

子どもたちはオンラインや対面での学びや対話を重ねながら、レポートや提言の作成に主体的に関わってきました。

その中核となる活動の一つが、「全国子どもアンケート」です。このアンケートは、子どもメガホンプロジェクトに参加する子ど

もたち自身が設問を考え、2023年9月から10月にかけて実施されました。日本で暮らす10歳から18歳までの子ども

1,410人から回答が寄せられ、子どもの意見表明、学校教育と教育格差、子どもの心と体の健康など、複数のテーマについて

声が集まりました。結果は、活動報告会や提言書として公表され、政府や社会に向けて共有されています。 4

「広げよう！」子どもの権利条約キャンペーン　ウェブサイト
https://crc-caｚmpaignjapan.org/

「広げよう！子どもの権利条約キャンペーン」ウェブサイト内
「子どもメガホンプロジェクト」関連記事

https://crc-campaignjapan.org/report_tag/kodomomegaphone/

https://crc-campaignjapan.org/
https://crc-campaignjapan.org/report_tag/kodomomegaphone/


本レポートの構成について

本レポートは、2023年から活動する既存メンバーに2025年2月からの新規メンバーが加わり、定期的に対話を重ねなが

ら、「全国子どもアンケート」（詳細は次頁参照）の結果をもとに、子どもたちが重要だと考えたテーマごとに分析したレポート

と、個人の体験や思いを綴ったコラムで構成されています。

ここに収められているのは、整然とした「意見」だけではありません。言葉にならなかった思い、伝えたくても伝えられなかった

声、そして「わからない」「特にない」という沈黙もまた、子どもたちが社会に向けて発している重要なメッセージです。

データが示す構造的な課題、個人の経験から語られる現実、そしてそこから導かれる提言。本レポートでは、それらをあえて異

なるレイアウトや表現のまま並べることで、子どもの声の多様さそのものを可視化することを試みました。
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「全国子どもアンケート」について
本レポートの土台となっている「全国子どもアンケート『みんなの今を教えて～子どもの権利、知ってる？～』」は、「広げよう！

子どもの権利条約キャンペーン」による「子どもメガホンプロジェクト」の活動の一環として、2023年9月から10月にかけて実

施されました。日本に暮らす10歳から18歳までの子どもを対象に行われ、全国から1,410人の回答が寄せられました。

本アンケートの特徴は、設問づくりから結果の分析まで、子どもメガホンプロジェクトに参加する子どもたち自身が主体的に関

わっている点です。子どもたちは、日本における子どもの権利の状況について学びながら、アンケートで何を問うべきかを話し

合い、「子どもの意見表明」「学校教育と教育格差」「子どもの心と体の健康」というテーマを設定しました。

アンケート結果からは、学校生活の中で不安や違和感を抱えていても、多くの子どもがそれを学校に伝えていない現状が明らか

になりました。また、家庭環境や住んでいる地域によって教育の機会に差を感じている子どもが少なくないことや、子どもの心

と体の健康に関して、命や安心に関わる課題を重く受け止めている声が多く寄せられました。

さらに、こうした課題について、子どもの意見を聴きながら、おとなと子どもが一緒に解決していく必要があると考える子ども

が多いことも示されています。
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「子どもが権利を使うことができる社会をつくるために～子どもの声からの提言～」及び「全国子どもア
ンケート」結果報告書

https://crc-campaignjapan.org/report/20240422/

「全国子どもアンケート」結果報告書（PDF）
https://crc-campaignjapan.org/wpCRCcp/wp-content/uploads

/2024/04/CRCC_questionnaire_results_202404.pdf

https://crc-campaignjapan.org/report/20240422/
https://crc-campaignjapan.org/wpCRCcp/wp-content/uploads/2024/04/CRCC_questionnaire_results_202404.pdf
https://crc-campaignjapan.org/wpCRCcp/wp-content/uploads/2024/04/CRCC_questionnaire_results_202404.pdf


第１章　子どもの意見表明

【レポート＆コラム】The Right to be Listened and Taken Seriously：こっとん・わかな

【コラム】子どもの声を聴くことは、優しさではなく「権利」である：あっきー

【コラム】子どもの意見表明：きみこ
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【レポート＆コラム】The Right to be Listened and Taken Seriously：こっとん・わかな
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【コラム】子どもの声を聴くことは、優しさではなく「権利」である：あっきー
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【コラム】子どもの意見表明：きみこ
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第２章　学校教育と教育格差

【レポート】学校生活と教育格差について：るり

【コラム】「こどもまんなか社会」を学校から。ルールを変える体験を、社会を変える力へ：ゆたか
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【レポート】学校生活と教育格差について：るり

◎子どもメガホンプロジェクトについて
「広げよう！子どもの権利条約キャンペーン」では、2025年2月から全国から集まった子どもメンバー16人
が、子どもの権利や子どもの権利条約、更に日本の子どもたちが抱えている課題について学び、一人ひとり
の声を大きくして社会に対して声をあげる為にプロジェクトを実施しています。
本プロジェクトでは、オンラインでの子どもの権利に関する勉強会を行い、それに加えて、2023年に実施した
「全国子どもアンケート：みんなの今を教えて〜子どもの権利、知ってる？〜」から分かったこと・気付いたこと
についてまとめました。

◎子どもの権利条約について
第28条 教育を受ける権利⋯子どもには教育を受ける権利があります。国はすべての子どもが小学校に行け
るようにしなければなりません。さらに上の学校に進みたいときには、みんなにそのチャンスが与えられなけ
ればなりません。学校のきまりは、人はだれでも人間として大切にされるという考え方からはずれるもので
あってはなりません。

第29条 教育の目的⋯教育は、子どもが自分の力をできるだけのばし、自分の権利を知ったり、他の人の権利
や文化を尊重したり、平和や環境を守ったりすることを学ぶために行なわれなければなりません。
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◎昨年度のレポートから気付いたこと
【学校生活】
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◎昨年度のレポートから気付いたこと
【学校生活】
〜プラスな側面〜

• 子どもの意見を聞きながら子どもと大人が子どもの心と体に関する社会問題を解　決した方が良いと思う子ど

もは85％。

• 子どもが学校生活について相談したいと思う相手は、「友達」が最多。その次に「家族」「クラスの担当の先生」な

どと子どもの身近な大人が挙げられた。

• 政治家に解決してほしいと思う子どもの心と体の健康に関する社会問題として一番多かったのは、「子どもの自

殺や精神疾患、心の問題」についてだった。

〜マイナスな面〜

• 学校で心配・不安だと感じることは、「友達との関係性」が最多で、その次に「身だしなみに関する学校のルール」

だった。さらに、「先生との関係性」や「クラスの雰囲気」など、人間関係に関することが多かった。

• 学校生活の中で変わってほしいところを見つけたとき、約80％の人は他の誰かに伝えないと回答した。

　⇒周りの人に話を聞いてもらえない、先 生に面倒だと思われた態度に変えられそう等という回答が多かった。

〜二方面から見て思ったこと〜 
• 今の状態が変わってほしいと思う子どもは沢山いるのに、周りに言い出せる環境が無いということが分かった。 
• カウンセラーなどの専門的な知識を持つ大人よりも、悩んでいる子どもと同じ世代の人（友人・クラスメイト）の方

が悩みを打ち明けやすいと思った。 
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◎昨年度のレポートから気付いたこと
【教育格差】
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◎昨年度のレポートから気付いたこと
【教育格差】
〜マイナスの面〜

• 約15％の子どもは学校や家庭などで虐待を受け、学習意欲が無くなった経験がある。

　
• 家庭の収入の差や地域と学校の差が原因で教育格差を感じたことがある子どもは約50％いた。 
• アンケートからでは、ポジティブな側面は見受けられなかった。 

〜二方面から見て思ったこと〜 
• 教育格差に関するアンケートでは、マイナスな回答が結果の大部分を占めていたことが分かった。 
• プラスの面から、子どもにとって教育格差はあまり大きなことではないということが分かった。 
• 生まれた家庭で人生が決まりやすくなってしまうと思った。 

⇒今までに、学校や家庭などで心理的、身体的あるい
は性的な虐待を受けたことで、勉強に集中できず、学
ぶ意欲が無くなってしまう経験をしたことはありまし
たか？（単数回答） 
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【学校生活と教育格差との共通点】 
• 学校や家庭などの子どもの生活の幹となる部分で人間関係などの悩みが出来て、子どもが言いたいことを

はっきり言えなくなってしまったり、教育を受ける権利がきちんと守られなくなってしまうという点。 
• 家庭の経済状況によって、学校生活の質が変わったり、教育格差の意識が変わってしまうという点。 

◎学校生活や教育格差の調査から感じたこと 
• 身近な信頼できる人で友達や家族が子どもたちの相談相手になっているが、虐待やいじめを受けている子ども

からしたら、身近に相談できる先がかなり狭くなっ　てしまうのではないかと感じた。 
• 困りごとを解決したいと思っていても、言い出せる環境が無くて困っている子どもたちが沢山いることに気付

いた。 

◎提案 
• 根本的な問題が解決されないと収まらないから、経済的な支援が供給されるような制度を作る。 
• 子どもたちが思っていても周りの人に発言出来なかったという状況でも、子どもたちの意図が汲み取れる理解

ある大人が増えるような制度を作る。 

◎提案による効果 
• 家庭の経済状況が良くなり、子どもたちにとって勉強の機会が増える。 
• 今まで悩みを打ち明けられずにいた子どもたちにとって、相談することのハードルを下げることができる。 
　　⇒長期的に見れば、子どもの健全な学校生活を守り、教育格差を緩和できると考えられる。  　 
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【コラム】　「こどもまんなか社会」を学校から。ルールを変える体験を、社会を変える力へ：ゆたか

　2023年にこども家庭庁ができてから、日本全体で「こどもまんなか社会」を目指していこうという潮流が
高まっています。しかし、その主役である「こども」たちが日々を過ごす「学校」では、果たして本当に彼らの思
いや意見が十分に反映されているのでしょうか。

　私たちが行った「学校生活」に関するアンケートでは、372人のこどもたちが学校生活で安心できないこと
として「身だしなみに関する学校のルール」を挙げました。
　また、学校のルールについて、「安心して学校生活を送れるようにしてほしい」、「時代に合わせて先生と生
徒お互いが納得できる校則にすべきだ」という声や「こどもたちの納得いく説明をして欲しい」という意見が
見られました。
　さらに、学校生活の中で変わってほしいところを見つけたとき、約80%のこどもたちが「伝えない」と答え
ました。

　これらの結果は、「こどもまんなか社会」というスローガンと実際の教育現場の間に大きな乖離があることを
示しているだけでなく、自分の意見が尊重されない環境に対する子どもたちの切実な不信感と、対話をあき
らめてしまうような環境が存在していることを浮き彫りにしているのではないでしょうか。
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　私が高校までいた京都府でも、いわゆる「ブラック校則」が根強く残る高校は少なくありませんでした。ある
私立高校の生徒会員として活動する中で、自校を含め様々な学校の校則と校則改正の現状・課題について議
論を交わしてきましたが、校則改正プロセスが明確化されず、陳情や企画書を申し出ても曖昧にされたり、突
き返されたりする学校がほとんどでした。
　特に印象的だったのは、髪の毛の長さだけでなく、下着の色までも指定する校則が存在したことです。もち
ろん、それ自体も問題になりかねないですが、それよりも深刻な課題であるのは、そのルールが「なぜ存在す
るのか」、そして「どのように変えていくべきか」を議論するプロセスがほとんどなかったことです。
　先ほど述べたアンケートでも、身だしなみに関するルールについて、「納得する理由を教えてくれたら守るの
に」という意見もありました。
　私は、このような学校教育の現状は根本から変えるべきだと、切実に思います。

　「子どもの権利条約」では、「子どもにとってもっとも良いこと」、そして「意見を表明し、参加できること」とい
う原則が定められています。つまり子どもに関わることを決めたりする時に、子どもを最優先にし、子どもの
意見表明の機会を確保することは、明確に条約で定められているのです。
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　私は、この現状から、「学校内民主主義」の制度化を加速してほしいと強く考えています。こどもたちが彼ら
の身近なルールを自分たちの手で、おとなたちと議論しながらお互いの納得のいく形で変えていく、そのプロ
セスこそが、立派な教育になるのではないでしょうか。
　そういった環境をつくっていくことで、アンケートの回答にあるような「話を受け止めてもらえない・あしらわ
れると思うから、伝えない」や、「先生に面倒（めんどう）だと思われ、態度を変えられそうだから、伝えない」と
いったこどもたちの「あきらめ」を「自分たちの声には力がある」といった手応えに繋がっていくと思います。

　私は日本は世界に誇るべき民主主義の国だと思います。だからこそ、その主権者である市民、ひいてはこど
もたちを育てる「学校」が抑圧的であっていいはずがありません。こどもたちの思いや意見に耳を傾け、彼ら
自身が先生や周りの人々と対話を重ねていくことこそがゆくゆくは社会を変える力へと繋がっていくと信じ
ています。
　そして、おとなたちの役目は、それを支える環境を作ることだと思います。そんな素敵な社会が近いうちに
すべての人のために実現されることを願っています。
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第3章　子どもの心と体の健康

【レポート】「言葉にならない声」を解読し、おとなと社会へ届ける提言：つむつむ・みどり

【コラム】子どもコミッショナーについて：ちさ・もか

【コラム】孤立と傷つきを見逃さない～本当に子供の声を聴く社会とは～：とまよ

63



【レポート】子どもの心と身体の健康に関するアンケート調査・分析結果：つむつむ・みどり
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【コラム】子どもコミッショナーについて：ちさ・もか

子どもにも「権利」というチケットがあります。
それを知らずに生きて行く子どもも世界にはいっぱい居ます。
なぜなら、「子どもの権利」について全く学校やニュースなどで触れないからです。私は世の中に対して怒りた
い気持ちや悲しい気持ちがあります。ではなぜ「子どもの権利」について深掘りしているのか、事例を下に記し
ていきたいと思います。

私は過去につらい経験をしています。それは私が暮らしている東京都での問題です。かなり深刻ですが読んで
いただけると嬉しいです。
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私は東京都にある公立小学校に通っていました。小学２年生になった時に、建て替え工事を行うという手紙が
届きました。工事が始まって少したった時、窓から見えていた景色はいつもと違っていました。見えていたの
は工事の人と缶コーヒーの中に入っているタバコでした。私は興味津々で見ていたので、不思議には思いませ
んでした。

工事が始まってから、１年がたった時、体に変化が現れました。
中耳炎を患い、気管支を弱くしてしまいました。苦しかったのを覚えています。原因が「受動喫煙による被害」
でした。家族には吸う人が居ないのにどうして？と疑問を抱きました。そして約１年前の出来事が繋がってく
るように思えました。

この出来事を親に話し、学校の校長先生や建設会社の現場監督さんに話をしてみました。
ですが、動かないまま、小学４年生の夏休みに入りました。夏休みに入り、体調も悪化していきました。
「学校にタバコを吸っている工事の人が居ます！助けてください！」と文部科学省、厚生労働省、法務省に電
話で相談しました。
返事が「かわいそう。だけれど電話で聞くことしかできないの」と言われて、裏切られた気持ちでした。
しかし、これでは小学校のみんなが辛い思いをして、卒業してしまうことを考えると、助けたいという気持ちが
高まり、施設保全課の人や、区長への手紙などを書き、問題解決に向けて先へ進みました。
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区長からは、「周囲から喫煙する姿を見せないと共に、学校へ煙が入らないように配慮した喫煙所を設置して
おります。」と手紙に書いてありました。
もう我慢ができなくなってしまい、嘔吐や食欲が失せてしまうことが多くなりました。そこで転校をしよう。と
決意しました。
そこでも問題が起きてしまい、教育委員会の学事課の人と話をすると、この理由では転校はできませんと言
われてしまい、どうすれば良いのか分からなくなってしまったのです。
結局、私立の小学校に転校できることになり、救われました。ですが、今も解決していない「未解決問題」です。
まだ工事も終わっていません。

このような事例もあるということを知ってほしいと思います。

私が伝えたかった叫びは結局今も無視され続けています。
なぜなら、日本には子どもの声に寄り添って最後まで手を放さずに解決してくれる専門機関＝子どもコミッ
ショナーがないからです。
今も子どもコミッショナーと子どもオンブズパーソンについて日本の子どもと大人だけでなく、国連・子ども
の権利委員会の皆様のお力も貸していただき、私のように声をころされる子どもを1人でも減らしたいです。
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【コラム】孤立と傷つきを見逃さない～本当に子供の声を聴く社会とは～：とまよ
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　小学生の頃、教室の黒板に「死ね」と書かれていたことがある。自分に向けられた言葉だとすぐにわかった。胸が
強く痛み、大きなショックを受けたことを覚えている。けれど、その出来事を覚えている人はほとんどいない。当時、
私を守ってくれる人もいなかった。また、嘘を広められて気がつくと周囲にいたはずの人が、一人、また一人と私か
ら離れていった。

　教室には多くの子どもがいる。それでも、自分の話を本当に聞いてくれる人がいないと感じたとき、人は簡単に
孤立してしまう。にぎやかなはずの場所の中で、ひとりだけ取り残されているような感覚だった。

　子どもにとって、その孤立はとても大きな重さを持つものだと思う。子どもは、大人が知らない間に、孤立の中で
静かに激しく傷ついているのかもしれない。

　子どもの心と体の健康についてのアンケート結果を見ると、「特にない」「わからない」といった回答を除いた中
で、「もっと理解してほしい」「話を聞いてほしい」という意見が最も多かったことがわかる。

　また、政治家に解決してほしい社会問題についてのアンケートでは、子どもの自殺や精神疾患、心の問題が最も多
く挙げられていた。私はこの二つの結果を見て、子どもが感じている「理解されていない」という感覚と、深刻な心
の問題の増加は無関係ではないのではないかと感じた。

92



　子どもの頃、私は二度いじめを経験した。何の理由もなく行事や遊びの場面で意図的に仲間外れにされたり、陰
で悪口や暴力を振るわれることがあった。表面化しにくいかたちで暴力を受けることもあった。毎朝、教室に入ると
き、自分の机がそこにあることを祈っていた。

　また別の時期には、クラスが学級崩壊の状態になっていたこともあった。授業中でも下品な言動や悪口が飛び交
い、人を順位づけするような言葉や暴力が当たり前のように起きていた。一部の誰かが誰かを傷つけても、周囲が
止める空気はほとんどなく、教室全体が荒んだ雰囲気に包まれていた。

　さらに、生き物に対して残酷な行為が行われる場面もあった。トカゲの餌であるミルワームやメダカを面白半分で
すりつぶしたり、傷つけたりする様子を目にしたとき、強い違和感と恐怖を覚えた。命に対する感覚が麻痺している
ようにも感じられ、教室の空気そのものがどこか歪んでいるように思えた。そうした環境の中で、子どもが安心して
過ごすことは決して簡単ではなかった。

　当時は、大人に相談すれば解決するという感覚もあまり持てなかった。先生自身もクラス対応に追われて大変そ
うで、相談できるような雰囲気ではなかった。また周囲には、「学校では理不尽に耐えることも学ぶものだ」という
考え方や、「心の問題や悩みを話すことは弱く見られるし、おかしなことだ」とするような空気もあった。そのためス
クールカウンセラーの存在も身近には感じられず、結果として大人を頼ることができなかった。

　結果として、大人を頼るという選択肢を持てないまま、子どもだけで問題を抱え込んでしまう状況が生まれてい
たように感じる。
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　このような経験を振り返ると、学校の中で起きている深刻な問題が必ずしも表面化するとは限らないことを強く
感じる。いじめや暴力、人格を傷つける言動があっても、それが十分に問題として扱われないまま過ぎてしまうこと
もある。仮に声を上げたとしても、具体的な解決につながらない場合も少なくない。

　この状況が続けば、被害を受けた側が泣き寝入りする構造が生まれてしまう。理不尽な出来事が繰り返される中
で、「訴えても変わらない」という感覚が植え付けられてしまうのである。そうした環境は子どもを精神的に孤立さ
せ、大きな負担を抱えさせることになる。追い詰められた状況では、死ぬことの怖さよりも、そんな社会で生き続け
ることの怖さのほうが大きく感じられてしまうこともあるのではないだろうか。

　では、なぜ子どもの声は十分に届かないのだろうか。一つの要因として、家庭環境の変化があると考えられる。核
家族化や共働き家庭の増加、不景気による労働環境の厳しさなどにより、保護者自身も強いストレスを抱えやすく
なっている。保護者に余裕がなければ、子どもの小さな変化や悩みに気づくことが難しいこともあるだろう。

　また、親子間の価値観や環境のギャップも影響している。SNSの普及などにより、子どもを取り巻く社会環境は
急速に変化している。子どもがどのような環境に囲まれ、どのように感じ、どのような悩みを抱えているのかを大
人が理解することは簡単ではない。

　さらに、学校や地域社会の対応にも課題がある。子どもの声を「聞く」ことはあっても、それが実際の対応につな
がらない場合がある。相談しても返事がなかったり、「こちらでは対応できません」と言われたりする状況が続けば、
子どもは次第に声を上げることを諦めてしまう。そうした経験は、子どもにとってさらなる挫折となり、「相談して
も意味がない」という感覚を高めてしまう可能性がある。
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　子どもの心と体の健康を守るためには、引き続き福祉や地域コミュニティなどを通じて、相談や支援の場を整え
ることが重要である。しかし、機会が存在するだけでは十分ではない。子どもの悩みを丁寧に聞き取り、必要に応じ
て具体的な解決につなげる対応を制度として明確にし、支援の質を高めていくことが求められる。子どもの声を集
めるだけで終わるのではなく、その声に対してどのように対応し、どのように問題解決につなげるのかを社会とし
て明確にする必要がある。

　また、これらを子どもだけの問題として捉えるのではなく、保護者の労働環境や生活環境にも目を向けることが
重要である。保護者自身が過度なストレスや負担を抱えていれば、家庭の中で子どもと向き合う余裕を持つことは
難しくなる。子どもの権利を守ると同時に、保護者の生活や労働環境を支える社会的な仕組みも整えていかなけれ
ば、根本的な解決にはつながらないだろう。

　子どもの声を「聞く」だけで終わらせず、問題をきちんと表面化させ、具体的な対応につなげていくこと。その仕組
みを社会として整えていくことこそが、子どもが孤立せず、安心して生きていくことのできる環境をつくるために必
要なのではないだろうか。
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おわりに

このレポートでは10歳から18歳までの、1,410人の子どもたちひとりひとりの声をもとに、子どもたちが自ら、「意見表明」「学校教育と教育格差」

「子どもの心と体の健康」という3つのテーマを設定し、日本における現状と課題を見つめてきました。全体を通して見えてきたのは、「あきらめ」

や「周囲に対する不信感」によって子どもたちが声を上げにくい構造の中にいるという現実でした。

多くの子どもたちは、「相談してもどうせ何も変わらない」というあきらめや、「周りに変な目で見られたくない」という不安を抱えて、一人で悩みを

閉じこめています。一番身近なはずの先生やおとなたちに対しても、「ちゃんと向き合ってもらえないのではないか」という不信感があったり、おと

なの心の余裕のなさが、子どもたちのSOSをさらに見えにくくしているかもしれません。さらには、アンケートの「特にない」、「わからない」という子

どもたちの答えもその事実を示しているのではないか、と私たちは思いました。

その結果、心の健康や子どもたちの命に関わるような深刻な叫びが誰にも届かないまま、子どもたちが社会の中で静かに孤立してしまっている

のが今の姿ではないでしょうか。

このレポートの最大の問いかけは、子どもたちの「沈黙」をどう受け止めるかです。アンケートのデータやコラムに綴られた言葉からは子どもたち

が、単に「守られるべき弱い存在」として扱われるのではなく、「一緒に社会をつくっていく対等なパートナー」として認められたい、と願っている姿

が伝わってきます。

解決のためには、子どもにだけ努力を求めるのではなく、おとなが「聴く」こと、そしてそれだけで終わらせず、「実効性のある受け皿」を制度とし

て整えていくことが大事です。子どもたちの声をただの調査だけで終わらせず、対話を通じてこれからの社会へとつなげていくこと。それこそが、

子どもとおとなが手を取り合い、共に生きやすい社会を作るための、本当の出発点となるのではないでしょうか。
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